表１　国立教育政策研究所による学校風土アセスメントツールモデル（プロトタイプ）

あなたは、以下のそれぞれについて、どのくらい当てはまると思いますか。「当てはまる」から「当てはまらない」までの４つの中から、１番近いと思う数字に、１つずつ〇をつけていってください。
それぞれの質問項目について、例えば、「当てはまらない」（1点）、「あまり当てはまらない」（2点）、「まあ当てはまる」（3点）、「当てはまる」（4点）で回答します。

[bookmark: _Hlk171696916]「学校とのつながり」（発達支持的生徒指導の成果に関する項目）
	【学校とのつながり】（４項目）
・私は、この学校にいると安心して過ごすことができる。
・私は、この学校が好きである。
・私は、学校にいるとつかれる。
・私は、学校を休みたいと思うことがよくある。


※「私は、学校にいるとつかれる。」と「私は、学校を休みたいと思うことがよくある。」は逆転項目です。使用の際は、「当てはまらない」（４点）、「あまり当てはまらない」（３点）、「まあ当てはまる」（２点）、「当てはまる」（１点）となります。

[bookmark: _Hlk171696927]「学校保護要因」（教師の意識と努力で変化可能な項目）
	【教師支援】（５項目）
・この学校の先生は、私の話をよく聞いてくれる。
・この学校の先生は、私のことを気にかけてくれる。
・この学校の先生は、私が何か言いたいことがあるときに、相談にのってくれる。
・この学校の先生の授業は、学習への興味や意欲を引き起こしてくれる。
・この学校の先生の授業は、わかりやすく、おもしろい。

	【保護的規律】（４項目）
・この学校の先生は、いじめがあったときに、きちんと注意、指導してくれる。
・この学校の先生は、暴力があったときに、きちんと注意、指導してくれる。
・この学校の先生は、冷やかしやからかい、悪口、無視があったときに、きちんと注意、指導してくれる。
・この学校の先生は、校則や学校・クラスのきまりを守らない人に対して、きちんと注意、指導してくれる。




